


































自分を鍛え,ま た十分に1士事をする機会を与えて 木 村 宏
下さった先輩諸先生,同 僚そして金研のすべての
羅講撫 瞬1沸 ず1
本的性質とそれ に対する添加元素の影響 を解明,}i 　 て
し・鉄欄 料の腰 を支配する原願 貝ljを探究す ・1備
を醒謙 諜 葱纒灘 塑灘 器籍藁 ＼勘al漁 毅
が役に立つ」というところであろうか。(もっとも,
最近では高純度金属にも出番がまわって来たよう の機械的性質や点欠陥の性質の解明,鉄 と水素の
で,企 業でも熱心に研究を始めている。)これは言 問題など,高 純度鉄ではじめて可能な数多くの研











,こ の装置 かけて指導し,99.99%レ ベルの使いよい電解鉄の
を満足に使えるようにし,か つ出来た高純度モリ 生産に成功した。(この鉄は現在その会社の電解鉄
ブデンを汚染することなく0.伽m程の針金に加工 の主力製品となっている。)さらに本所技術部(1日
し,こ れを超流動状態の液体ヘリウム中で2500K工 場)に お願いして,真 空溶解炉の修理改造,イ
の温度に通電加熱して急冷するという実験はなか ンゴツト加工ラインの高純度試料への対応などを
なか畳の折れるものであり,結 局最初のデータが 行った。これだけの設備をしても,一 つの合金系
でるまでに3年 ほどかかった。修士課程を卒えた を安定して溶解できるようになるまでには,素 材
ばかりの末沢君が我慢強くこの研究を完成してく の吟味から始めて,一 年はかかるのである。しか
れた。このモリブデンの高純度精製の成功が下敷 し,技 術部の絶大な協力をえて多くの試料の作成
となって,さ らに精製の難しい鉄に取り組んだの と分析をして戴き,こ れを用いて,不 純物の粒界
であるが,高木,松井両君の一層の努力があって,偏 析と粒界破壊,炭 化物の析出などの研究で大き




佐藤氏らの考案したカルシア ・ライニングが施さ 部門に移ってからは花田君が,私 に不足している
れている。)これだけの高純度鉄合金を溶製加工分 点をよく補って研究の幅を広げてくれた。また,
析できるラインは,大 学は勿論,企 業にもないの いまは企業の研究所に移ったが,鈴 木君は黙々と



















頃,丁 度午後7時 であったのだろう,隣 席か後の る。今度御一緒に停年を迎えることになる木村教
⑦ 席の若い人のものと思われる腕時計が鳴った。「何 授の御発言である。「金研は共同利用研究の場では
と無粋な」とは思ったが,次 の瞬間 「協」という なく,協 同研究をする研究所であるべきである。」
題で,こ の記事を書こうと思った。lMRニ ュー 昔のことなので正確に御発言通りであったかにつ
スには金研や私自身の共(協)同 利用にまつわる いては自信がないが,御 真意は,た だ烏合の衆が
思い出を書こうと思っていたのでその題を 「協」 寄り集まって研究をするのでなく,あ る研究目標
とすることにした。「協」と 「共」は違う意味なの に向かって多くの研究者が力をあわせ成果をあげ
であろうか,同 じなのであろうか,協 同利用と共 ようとの御趣旨であったと思う。現在名前は全国
同利用は同義であろうか,異 議であろうか。 共同利用研究所と名乗っても,恐 らく所内の各位
金研が全国共同利用研究所に衣替えしたのは3の 気持ちはかなりこれに近いのではな いかと思
年前である。私は,将 来計画を始め,金 研の将来 う。
iに かかわる話は出来るだけ若手が考えるべきとの 以下では,協 と共を使い分けたり,混 同したり
i持 論か5・ 衣翫 倒 った経緯は知っているが しなが5・ 過去を励 返らせ碩 こう・具体化については賛成していただけである
。 金研にヘリウム液化機が購入されたのは,昭 和
10年ぐらい前の将来計画委員会での思い出であ27年 夏,ヘ リウムの回収配管を完成させて,実 験
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を始めたのがり2月中旬であった。この装置は当時 栄松氏の共同研究への大変な御協力であった。と
わが国で唯一であったので,全 国の研究者に 「共 にかく物性研は一所員(教 授または助教授)と ～
同利用」して1頁こうとの趣旨で翌年から文部省が 助手(つ まり所員とはいわないらしい/)が ペァ
/年 間りO万円位の旅費滞在費を用意して,年 に数 で一単位が構成され,共 同研究はそのたった一人
名の方に全国からお出で頂いたように思う。電気 の助手が実質的に世話して下さるわけである。今
試験所の佐々木亘氏(現東邦大教授),神 戸大学の となってはなつかしい思い出が2つ ある。1つ め
益田義賀氏(現 愛知学院大教授)と か都立大野口 はlGCの 電源が最高磁場近くで暴走を始めたこ
精一郎氏(現 豊橋技科大教授)な どなつかしい諸 とである。もちるんマグネットの電流を暴走のま
先生万が金研の昔の2号 館で低温物理の研究を始 ま上昇させるわけにもいかず,ま たマグネツトを
められた。 クエンチさせるわけにもいかなかった。これは寿
当時本所の低温は,神 日ヨ先生と袋井先生の御二 栄松,能 登両氏の英断によって電流を切つて結果
人が中心であった。この御二人の先生の協(共)的 には事なきを得た。またその少し前,確 か午前
同利用の御考えが今思うと協と共であったように4時 頃,震 度4の 地震があり,そ の部屋にあった







田沼助教授(当 時)も 討論には加わられたようだ 敷石ともなった。
が,若 い人には自由に研究をさせようとの袋井先 昭和46年には,学 内共同利用のために,低 温セ
生のお気持であったろう。これは 「共同研究」に ンターが誕生した。センターは,学 内に液体ヘリ
近いのであるまいか,こ の制度は/0数年後,全 国 ウムを供給回収するのが主目的であるので,こ れ
の大学や研究所にヘリウム液化機がかなり揃って は文字通り 「共同利用」の機関である。センター
何時の間にか終了したように思う。これが私の知 は定員削減に直面しながらも,オ ペレーター諸君
る金研の 「共同研究事始め」であった。 の熱意で支えられ,約20年 を迎えて曲り角にさし
やがて物性研が誕生した。これは全国初の共同 かかっている。今後如何にあるべきかは関係諸氏
利用研究所であり,そ の短期研究会にはしばしば の良識に期待するのみである。
出席させて頂いた。しかし私が,実 験研究でお世 昭和54年になると,金 研の強磁場設備刷新の問(
話になったのは,昭 和50年頃の一回限りと記憶す 題がでてきた。その経緯や成果は,あ ちこちに述
る。遷移金属ダイカルコゲナイドの超伝導を研究 べてきたので協(共)同 利用の件にだけ触れて置
していた私達は,そ の層状構造を反映した上部臨 く。この計画は,日 大教授故安河内昂氏,及 び現
界磁場の異方性を測定したかった。当時金研の強 八戸高専校長穴山武東北大名誉教授がバックァッ
磁場設備は,10テ スラが最高磁場であった。物性 プして下さった。20テスラ以上の高磁場を発生す
研では田沼先生がりSテスラのlGC社 製超伝導マ る定常強磁場施設は,わ が国には存在しなかった
グネットを購入されていた。実質的には寿栄松先 ので,民 間を含むすべての研究者に開放せよと,
生(現 東大理教授)に お世話頂いて,金 研からは 安河内,穴 山両氏はもちろん,文 部省の方からも
能登助教授(現 岩手大教授),星 助手(現 講師),要 請された。われわれも多額の国費を頂いて作る















さて3年 前に金研は共同利用研究所になった。 をつけたような心境になるのだが,実 態はやはり




究は協同研究のように思われる。2年 目の咋年度 と,ま たは共に事を為すこと」とあり,協 同とは
は,中 川運営委員長の後を私が引き受け,仁 科さ 「力をあわすこと」とある。そういえば 「協」は
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東北大金研 武 藤 芳 雄
酸化物高温超伝導体では,電 子間相互作用の広7,強 磁場中の超伝導体の抵抗について
がりを表すコヒーレンス長が数Aか ら数/0A程 度 京 大 ・理 恒藤敏彦
と非常に短く,磁 束クリープや超伝導ゆらぎなど8.超 伝導fluctuationと 磁気抵抗
の現象が強く現れる。磁束クリープは,超 伝導体 東 大 ・教養 氷上 忍
中でエネルギーロス,し たがって」,の 減衰を引9.Fluctuation,Fluxmotion,Halleffect
き起こし,実 用上重要な問題であると同時に基礎 東 大 ・物性研 家 泰弘
物性の立場からも興味深い問題である。一な 以/0・ 酸化物超伝導体のT・ 以下での磁気抵抗1
前から超伝導転移が磁場中で広幅化する現象が知 東 大 ・教養 松下裕司
られていたが,昨 年,こ の現象を磁束クリープあ1/.BYCO系 超伝導体の磁気抵抗と超伝導ゆらぎ
るいはゆらぎの立場から説明しようとする提案がNTT・ 基礎研 松田 梓
あいついでなされ,現 在論議の的となっている。/2.高 温超伝導体の磁気抵抗 とゆらぎ伝導度
このような現状を背景として,磁 束ク1コープ,ゆNTT・ 光工ネ研 疋田 真 日高義和
らぎ,Jcな どの電流の輸送現象に関連 した研究 鈴不 実
を,そ れぞれの立場から報告していただき,超 伝/3.高 温超伝導体のH、1
導転移広幅化の機構を探ると共に,相 互の関連をNTT・ 基礎研 石井隆生 内藤方夫
明らかにする目的で本研究会を計画した。6月2日
14.CriticalcurrentsinsinglecrystallineYBa2
6月/日 と2日 の二日間にわたって,金 研講堂Cu307.δwithvariousdefectstructures
において開佳され,94名 の参加者のもとに以下のKameringhOnnesLab.J.VandenBerg
ように22件 の講演と討論がなされた。15.酸 化物超伝導体に本質的なピンニングの機構
東北大 ・金研 高橋≡郎 立木 昌
6月1日/6.高 温超伝導体へのビーンロンドンモデルの適
*開 会挨拶 東北大 ・金研 武藤芳雄 用ISTEC村 上雅人
1.酸 化物超伝導体の電気抵抗の励起的現象 り7.Bi,Tl系 高温超伝導体の臨界電流とそれを支
東北大 ・金研 小林典男 配する諸因子 金材技研 熊倉浩明 戸叶一正
2.(Lai.。Srκ)2CuO、 の電流磁気現象の異方性18,CVD法Y-Ba-Cu-0薄 膜の臨界電流密度
東 大 ・工 北沢宏一 菓北大 ・金研 渡辺和雄
3.磁 場下での超伝導転移の広幅化とマイスナー19,高Jcス パツタ薄膜 住友電工 糸崎秀夫
効果 東 大 ・工 神戸振作20.Ba2YCu306+xテ ープ材における臨界電流密
4.抵 抗状態の非線形現象と磁束量子のダイナミ 度 京大 ・工 長村光造
クス 日立中研 日立基礎研 市口恒雄2/.粒 界で制限された酸化物超伝導体の臨界電流
番雅司 小野木敏之 密度 東芝総研 伊藤大佐
5.バ ルク超伝導体の磁束クリープに関する理論22.酸 化物高温超伝導体におけるJcの 逆転現象と
的考察 九 大 ・工 山藤 馨 動的安定性 岩手大 ・工 能登宏七
6.磁 束クリープとirreversibilityline富 山大 ・教養 森克徳 笹川正浩
九 大 ・工 松下照男 東北大 ・金研 渡辺和雄 森田博昭
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※まとめ 東北大 ・金研 深瀬哲郎 ルク試料,CVD薄 膜スパツター薄膜などについ
1日 目は基礎物性サイドから超伝導転移近傍に てJ、とピンどめ機構の関連が報告された。77Kの
おける抵抗の振舞いが討論された。T。 以上の磁J。 は薄膜で大きく,/.5Tの 磁場[Pに おいて,Bi
気抵抗については,ほ ぼ定量的にも超伝導ゆらぎ 系及びHoBa2Cu30,で2×/06A/CM2の 値が得られ
として理解できることが確立したと思われる。 し ている。またY系CVD薄 膜では27Tで/04A/cmz
かし,Tc以 下の転移の広幅化については議論が 台の試料が再現性を含めて得られた。溶融法バル
分かれた。前述したように広幅化を理解するため ク試料では,薄 膜に比べて小さいものの りTで
には,磁 束クリープと揺らぎ,あ るいは超伝導グ2 .5×10`A/om2のJ、 が報告された。ピンどめ機構
ラスを含めて三≡つの考え方がある。少なくとも,に 関 して,結 晶構造からくる本質的ピンニング,





鵬 と翻 の相舳 な胴 こ依存しなし＼こと 抵 本研殆 で[よ 超騰 転移砿 幅イtについて結
抗の温度依存性と,磁 化の時間依存性から求めら 論を得るには至らなかったが,問 題点があきらか
れた励起工ネルギーがほぼ一桁違うことであり,に され今後の研究の指針が示された。原因を探る
これら二つの現象が統一的に説明されなければな には,良 質な試料を使用 して温度や磁場を十分に
らない。 コントロール した精度のよい実験が魁、要である。
興味深い現象として,電 流一電圧特性に指数関数 酸化物超伝導体のJ、はかなり高くなったとはい
的な依存性が観測され,二 次元系 におけるKos一 え,再 現性やバルク試料におけるまだ低いJ。を考
terlitz-Thouless転 移との関係が報告された。 えると,さ らに努力が魁1要であろう。またJ、に磁
2日 目はオランダのオンネス研究所から来所さ 束の運動やゆらぎがどの様な影響を与えるか検討
れていたVandenBerg氏 を含めて,単 結晶,バ が鋤要である。
樹枝状結晶成長の基礎





機構の解明が重要である。しかし樹枝状成長の理 理論のレヴュー 齋藤幸夫(慶 大理工)
解は問題の古さにもかかわらず非線形 ・非平衡系 結晶異方性に基いたデンドライト成長理論
特有の困難があったため進まず,最 近の新手法の 宮田保教(長 岡技科大)
開発によって研究の急速な進展が始まったもので 雪の結晶成長一表面カイネティツクスと拡散場に
ある。この研究会では,/)拡 散場中での多面体 支配された樹枝状パターンの形成機構
や丸い結晶の不安定化,2)樹 枝状結晶の横枝問 横山悦郎,黒 田登志雄(北 大低温研)
隔などの特徴的長さと成長速度の関係,3)結 晶 格子気体模型での結晶形
の広域的な構造,4)鋳 造組織 などの解明を理 齋藤幸夫,植 田毅(慶 大理工)
論と実験の両面からはかることを目的とした。 雪状結晶成長のシュミレーション
研究会は/989年6月5日,6日 の2日 間,金 研 覚井真吾,田 口善弘(東 工大理)
-7一
フラク・ヲル凝集と樹枝状成長 進i展についての紹介があり,そ の後,連 続体模型




実験のレヴュー 沢田康次(東 北大通研)他 部fi//),他 の大学12名,国 立研究所/名,民 間
ヴィスカスフィンが一と樹枝状結晶 企業3名 の合計40名で,限 定されたテーマにも関
松下 貢(中 大理工)わ らず幅広い関心があることを示した。
NH4Cl結 晶成長の異方性の圧力依存性と樹枝状 樹枝状成長は広く天然にみられる成長様式で,
成長 沢田勉,竹 村謙一(無 機材研)雪 はその典型であり,金 属学でも古典的なテーマ
樹枝状結晶成長での横枝生成機構 とされてきた。これを物理,金 属,無 機材料,気
田中 敦,沢 田康次(東 北大通研)象 などの異なる専門分野の研究者が一堂に会して
樹枝状結晶成長におけるtip-splitting自 由な討論ができたことに,こ の短期研究会の最
本庄醜(九 大教養)大 の刈 ツト施 った・通常このような形式で議(
過冷デンドライトの直接観察 論する機会がないだけに,一 つの専門分野の常識
鈴木俊夫(東 大工)が 他の分野の新知見となり,互 いに刺激しあい視
樹枝状氷晶の成長と拡散場 野を広くすることができたので,今 後の研究の発
権田武彦,中 原重樹(東 理大理 三井東圧)展 に大きなプラスとなるであろう。
溶質拡散層の可視化 江阪久雄(新 日鉄)な お,こ の研究会の内容に関する関心は高く,
結晶の周囲の拡散場の観察 「バウンダリー」誌から特集を組みたいとの要望






東 北大学工 学部 青葉記念会 館1
東北大学金研 藤 森 啓 安
表記の研究会は,最 近国内外でめざましい進展 ためにも有意義であった。研究会出席者の多くが
をみせている金属系の人工格子について,そ の物 重点研究に参加する予定である。




り(IMRニ ュースNQ6参),本 研究会の意義は大き くの成果があり,レ ベルの高さを示している。本




次第である。 名大工 網島滋 中村公夫 内山晋
一研究会プログラムー り/:00-M:25Cu-Fe多 層膜の磁気的性質
6月29日 内 名大工 松井正顕 三谷誠司 土井一英
/3:00-/3:25分 子線工ピタキシー(MBE)に 松岡洋史 堂山昌男
よる金属間化合物半導体のヘテロエピ1/=25-M:50Fe/Gd人 工格子の磁 気抵抗異
タキシャル成長 常




電総研*日 大理工 東北学院大教養 長谷川秀夫
鈴木義茂*菊 地英幸 片山利一/3"45-/4二 〇5Fe/Cr多 層膜の磁性
/3:50-/4:/5位 相界面における優先方位関 東北大工 宮崎照宣 久保田均
e係 東理大基礎工 後藤芳彦 り4:05-/4:30Co-Cr債 層膜の磁気特性
14:りS-/4=35表 面界面における構造緩和 広島大工 本多茂男 五島伸洋 野口仁
金材技研 小口多美夫 佐々木泰造 楠田哲三
個:35-/5:00強 磁性トンネル効果および関14:30-/4:50遷 移金属(V,Co)-MgO多 層
連する問題 名工大 前川禎通 膜の物性
15:00一 り5:20休 憩 筑波大物工 喜多英治 松永直裕 恵良田知樹
/5:20-15二45金 属人工格子の弾性異常 と構*名 エ大 田崎 明*古 谷野有
造特異性 筑波大物質工 藤井保彦/4=50-/5:10(Fe,Fe-Ni-Nb/(ZnO,Si)
住友化学筑波研 大石泰生 多層膜の磁気特性
f5:45一 り6:10金 属入工格子とx線 反射鏡 東北大工応物 佐藤文隆 高橋 研 宮崎照宣
関西学院大理 寺内 暉 り5:40-45二35Mo/Coの 光磁 気効果 と計算
/6=/0-16:35人 工格子の中性子散乱 機シュミレーション













*日 大理エ 片山利一*杉 本利夫 鈴本義茂
*粟 野博之 西原美一*伊 藤彰義
*川 西健次




東北大学 ・金属材料研究所 角 野 浩 二
り.は じめにMOSFET素 子の製作
シUコ ンやGaAsな ど半導体結晶 は電子デバNTT・LSI研,NTT・ 光工レ研*
イスの根幹をなす材料として,常 に,一 層の高品 問田洋一,井 上直久,河 内正夫*,安 光保*
質化 ・高完全化が要求されて いる。とりわけ,そ7.半 導体のクラスター:特 にがUウ ム砒素の
れら結晶中に存在する欠陥は,デ バイスの性能をEL2に ついて
左右する上で決定的役割を果すものとして,大 き 東北大 ・金研 末沢正志
な関心の的となっている。近年,そ れら結晶欠陥8.NMRス ピ ンエ コー 法に よる半 絶縁 性の
を完全に排除するよりも,む しろ,そ の性質や形GaAs申 点欠陥の検出
成 ・発達を制御し,逆 に欠陥のもつ各種の作用を 東北大 ・通研 末光真希,西 嶋将明 宮本信雄
利用してデバイスの性能を高めることの有効性が9.リ ン化によるGaAs表 面欠陥のパシベーショ
認識され,そ のための技術開発が試みられている。 ン
そこで,結 晶欠陥を制御するために不可欠である 大阪大 ・工 山田隆史,杉 野隆 白藤純嗣
結晶欠陥自体の基礎的性質,お よび,そ の制御と/0.GradientFreeze法 により成長 したGaAs単
活用の技術に関し,現 時点での知識を交換し,今 結晶の固液界面と欠陥機構
後解明すべき問題を討論することを目的として本 三菱モンサント化成,大 阪大 ・教養*,三 菱化成**
研究会を開催 した。 藤井克司,平 田光児*,藤 田尚徳**,竹 田精治*
2.研 究会報告//.Feド ープ¥絶 縁性InP単 結晶の研究
耳z成元年7月6日 と7日 の二日間,金 研講堂に 日本鉱業 ・電子材料研,半 導体材料開発*
おいて,シ リコン結晶,化 合物半導体結晶,お よ 甲斐荘敬司,島 倉春人,井 上孝行
び半導体薄膜結晶中の欠陥の性質とその制御に関 平野立一*,金 沢利幸*,山 本裕正,小 田修
する研究報告と討論が,92名 の参加者によって行/2.ZnS中 のF+〔P心 の電子状態
なわれた。その内容は以下のとおりである。 鳥取大 ・工 松浦興一
ア月6日 内
*開 会挨拶 東北大 ・金研 角野浩二7月7日 囹
1.Si中 のoff-center置 換位置Nの 運動効果と/3.CVD法 による高清浄雰囲気中でのSiお よび
光ポンピング効果Geの 低温選択工ピタキシャル成長
筑波大 ・物質工 村上浩一,原 和里,升 田公≡ 東北大 ・通研 室田淳一,加 藤学,佐 藤武敏,
2.Si結 晶中のFeとCuの 挙動 程敏林,小 林信一,ア ールミン ・コールハーゼ
信越半導体 伊藤泰蔵,速 水善範,阿 部孝夫 御子柴宜夫
3.ラ イフタイム測定による熱処理炉の清浄度評/4.Si上GaAsの 転位とその低減化
価'名 古屋工大 曽我哲夫,野 崎真次
東京理科大 ・基礎工 高野幸男 神保孝志,櫓 野正義
4.Siへ のイオン打込みによって生じた欠陥と酸nS.AIGaAs-GaAs超 格子の無秩序化に対する
素原子との相互作用 欠陥の影響
日立 ・中研 田村誠男 大阪大 ・産業科学研 中島尚男
5.高 工ネルギーイオン注入によるゲツタリング16.InGaAsP/InP(Fe)界 面におけるFeの 挙
東芝 ・ULSI研 仁木由子 灘原壮一,渡 辺正晴 動
6.シ リコンのレーザ誘起欠陥を用いたPIN/松 下電器 ・半導体研究センター 木戸□勲
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久保実,大 塚信之,松 田賢二,成 沢忠 したGaAs結 晶を反絶縁性化する上で重要な役
/7,GaInPの 部分秩序構造 割を果すドナ型深準位欠陥のEL2の 形成 ・消滅
NEC・ 基礎研 飯島澄男,五 明明子,鈴 本徹 週程を調べ,そ れが一個のアンチサイ トAsと2
/8.ZnSe/GaAsヘ テロ接合界面特性の制御と評 個のAs空 孔からなるクラスターであることを明
価 らかにした。末光らは,従 来困難とされた反絶縁
東北大 ・工 針生尚,山 内智,北 垣高士 性のGaAs結 晶中のイオ ン化点欠陥密度の定量
G9,GaAs,AIGaAs[PのDX準 位 測定に関し,新 しいNMR一 スピンエコー全スピ
NEC・ 基礎研 水田正志 ン解析法を開発 し,そ の有効性を検証した。杉野
*閉 会挨拶 東北大 ・金研 角野浩二 らは,GaAs結 晶の表面準位欠陥を制御するため
に結晶表面のAs原 子をP原 子で置換 してAs酸
3.成 果 化物の形成を低減 し,かつ,As空 孔をP原 子で充
/か ら6で は,シ リコン結晶中の不純物欠陥の 填して表面ダンプリング ・ボンドを抑制する燐化
特徴とその制御について討論された。村上らは,処 理について,そ の機構と効果を検討した。藤井
0非 平衡熱プ[〕セスで導入されるoff-center置 換 らは・GF法 で育成されたGaAs結 晶において,
位置にある不純物窒素の運動について,電 子スピ 積層欠陥,析 出物および転位などの欠陥が固液界
ン共鳴法によりその詳細を明らかにし,さ らに,面 の曲率の大きなところで集中的に発生し,そ れ
レーザー光照射によって電子スピン共鳴スペク ト らの密度が固液界面の形状に依存することを報告
ルが変化する光ポンピング効果を見いだした。阿 した。小田らは,最 近,InP結 晶では,no'4cm-3
部らは,シ リコン結晶における典型的重金属不純 程度のキヤリア濃度の高純度結晶が育成されるよ
物であるFeとCuを 調べ,Feは 結晶中に均一に うになったこと,従 来の半分の濃度のFeを ドー
分布し,電 気的活性度を保つが,Cuは 結晶欠陥に ブすることにより均一性の良い半絶縁1生の結晶が
偏在してシリサイド化 し,電 気的に不活性になる 得られることを報告 した。松浦は,ZnS結 晶で観
対照的な現象を報告 した。高野は,デ バイス特性 察される り.1と1.45eVで の励起現象がF+qコ
の劣化をもたらす重金属不純物について,そ れら 心に起因すること,そ して,前 者が電子の2P励
が熱処理過程に汚染によって混入する経路を調べ 起状態から/s基 底状態への遷移によることを報
　
, るとともに,そ の除去のためのウェーハ洗浄法に 告した。
ついて検討を行った。田村は,Asイ オンの打込み/3か ら/9で は,半 導体薄膜試料の育成に伴う欠
により誘起される格子問型の転位ループがノック 陥とその制御 につい て討論 された。室田らは,
オン酸素原子と相互作用 し,そ の濃度に依存するCVD法 を用いて半導体薄膜を形成する際 反応雰
り 挙動を示すこと・また・高工ネルギーのイオン打 囲気を高度に清浄化することにより,従 来より低
込み層では酸素原子のゲツタリングが起きること い温度領域でSiやGeの 選択的なエピタ キシャ
を報告した。仁木らはゲッタリング技術としての ル成長が可能になることを報告した。曽我らは,
高工ネルギー ・イオン注入について調べ,Bイ オSi基 板上にGaAsを 育成する際,AIGaP中 間層
ンがFe不 純物に対 し,Pイ オンより強いゲツタ の組成と構造,お よびその成長条件を制御するこ
リング効果を示すこと,さ らに,そ れが転位など とによ り良質のGaAsエ ビ層が得られることを
の結晶欠陥を媒介とするゲツタリング法より効果 報告した。中島は,AIGaAs-GaAs超 格子の無秩
的であることを報告 した。問田らは,レ ーザ光の 序現象に関 し,不 純物の拡散挙動との関係やイオ
照射によって誘起されるドナ欠陥を用いた素子追 ン打込みの影響を示した。木戸口らは,OEIC等
加形成技術を開発 した経週と,そ れが不純物の添 に利用されるInGaAsP結 晶について,InPと の
加や高温での熱処理を伴わないため,転 位等の格 界面領域にはInP基 板の半絶縁化を目的として
子欠陥の発生をもたらさないことを報告した。 添加されている不純物Feに 関連する3つ の準位
アから12で は,化 合物半導体結晶中の欠陥の特 が存在 し,そ れらがFeの 濃度に依存することを
徴とその制御について討論された。末沢は,育 成 報告した。飯島らは,MOVPE法 によって育成さ
11
れたAIGalnPの 自然超格子をTEM法 によって 今回で三回∈ヨを迎えた。今回は,特 に,そ の対象
調べ,そ こで発達する部分的な秩序構造とその成 をSiやGaAsな ど,いわゆるバルク結晶に含まれ
長の機構を考察した。山内らは,GaAsの 表面フ る欠陥のみならす,薄 膜状半導体結晶や混晶¥導
エルミ準位を制御するために,プ ラズマプロセス 体中の欠陥にも広げ,そ れらの中の欠陥を制御す
による自然酸化膜の除去,Se処 理,ZnSeの エビ ることを主要なテーマとした。研究会には,今 回
タキシヤル成長を行い,そ の有効性を検討した。 も多くの大学関係者のほか,50名 を越す企業関係
水田は,GaAsお よびAIGaAsに ついて複合体準 者が出席し,半 導体の欠陥の性質の解明とその制
位であると考えられていたDX準 位が単純な ド 御の鋤要1生と可能,1生について,先 端研究の結果を
ナ不純物に起因する局在共鳴準位であり,そ れが 報告するとともに,基 礎 ・応用の枠を越えた活発
局所構造に敏感であることを解明 した。 な議論を交わした。結論の一つとして,バ ルク結
晶の欠陥と薄膜結晶の欠陥をそれぞれ対象とする
4.ま とめ 研究者の間の交流をより一層活発化することが必




花 田 修 治
金属間化合物の優れた特性を高温構造材料に応 西谷滋人 白井泰治 山口正治
用しようとする研究が世界的に注目を集めていま(3)TiA1の 組織と引張性質に及ぼす添加元素の影
すが,最 大の研究課題は金属間化合物に共通する 響
脆さをいかにして克服するかにあります。いくつ 住友金属未来技研 前田尚志 岡田 稔
かのアプローチが試みられていますが,本 研究会 志田善明 中西陸夫
では金属間化合物の微細組織の制御を取り上げま(4)TiAlの 機械的性質に及ぼす侵入型元素の効果
した。すなわち,組 織制御により構造材料として 住軽金技研1)東 北大院(日 立製作所)z)
の特性を向上させ,応 用への可能性を模索するこ 東北大金研3)
とを目的に本研究会が開催されました。現在最も 川畑 武1)只 埜正義2)和 泉 修3)
実用化が近いと考えられているTiAiとNi3A1系(5)TiAl中 の合金元素の電子状態と延性
について,組 織学的因子と機械的性質との関係に 豊橋技科大1)兵 庫教育大2)森 永正彦1)
テーマを絞り,/989年 ア月13日 以下のようなプロ,斎 藤淳一1)湯lil夏 夫')足 立裕彦2)
グラムで研究の現状と将来展望に関する活発な討(6)TiAlの 高温変形
論が行われました。参加者は76名(大 学 ・国立研 金材技研 信木 稔 高橋順次
究機関33名,企 業43名)。 倉部兵次郎 辻本得蔵
(7)TiAIの 耐酸化性と耐酸化表面処理
(1)TiAlの 微細組織と延性 東工大院1)横 浜国大工2)小 林郁夫1)
新日鉄第一技研 谷野 満 花村年裕 吉原美知子2)田 中良平2)
植森龍治 佐賀 誠 池松陽一{8)NiAl-Ni3Al2相 合金の機械的性質
(2)TiAlpolysynthetictwinの 変形 長岡技科大 落合鍾一 小島 陽
京大工 藤原徹男[P村 敦 細見政功 呉 明勲 〔9)lntergranularFracturebySlip/Grain
-12一
BoundaryInteractionめc/aが 減少するという立場から延性化の機構




東北大金研 高杉隆幸 和泉 修 を示唆し,実 際に3点 曲げ試験でこの傾向を示し
ました。信木(金 材技研)はTiAlの 高温変形と組
Mn添 加によりTiAlの 延性が改善されること 織の関係を調査 し,高 温塑性加工は γ単相よりも
はよく知られていますが,谷 野(新 日鉄)はMn添 γ/α22相 の方が難しいという結果を報告 しまし
加TiAlの γ/α2ラ メラー微細組織の解析を詳細 た。田中(横 国大)はTiAlの 耐酸化性改善に低酸
に行いました。γ/a2/γ 構造の α2を熱処理で消 素分圧下での熱処理が有効であることを見出し,
失させ て γ/γ とするとこの界面は双 晶境界な この原因がAlの 優先酸化により形成 されるAl、
り,こ こにMnが 偏析しますが,こ の界面は転位03皮 膜の安定性にあると説明 しました。
㊥ の発生源となり・延性向上に寄与することが明ら 適Ni・A1系 については落合(長 岡技科大)が
かにされました。山口(京 大)はpolysyntheticNiAl-Ni,Ai2合 金が組織微細化により超塑性的
twinの 塑性の異方性を示したうえで,特 定の方位 挙動を示すことを,Yoo(東 北大)が 粒界破壊を
で切り出した試料では40%の 冷間圧延が可能であ 粒界構造と転位反応から説明できることを,高 杉
ることを示しました。これは極端に組織制御され(東 北大)が 金属間化合物の環境脆化とその機構,
たTiAlで あり,大 きな室温延性がはじめて明ら 対策を報告 しました。
かにされました。前田(住 金)はTiAlの 延性を支TiA1,Ni,A1い すれの系においても微細組織の
配する因子 として組織の微細化,α2のvolurne制 御で延性の向上することが示されましたが,こ
fractionの 制御,c/aを/に 近づけることが重要 れらの成果は金属閻化合物の構造材料への実用化
であると考え,Mn,Cr,Mo添 加の効果を検討 に向けて大きな前進であるといえます。 しかし,
した結果,Mo添 加が有効であることを見出しま 解決すべき問題点も多く,本 研究会では今後の研




原子力材料工学部門 松 井 秀 樹
1.は じめに ことは有意義であると考えて本研究会を企画し
材料の各機能に対する要求が年々厳しくなって た。
来ている中で,個 々の材料の特性を,極 限まで引2.研 究会報告
き出そうとする努力が続けられている。高融点金 本研究会は,東 北大学金属材料研究所新棟7階





野の研究の現状,動 向等に関して意見を交換する 臼 時:7月13日 ㈲
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場 所:金 属材料研究所 新棟7階 セミナー室 り4:50～ り5:251TER概 念設計における高融点
9:30～9:35世 話人挨拶 金属
東北大金研 松井 秀樹 原研那珂研 関 昌弘
9:35--IO:00Ni基L12型 金属 聞化合物の弾15:25～/5:501SPRAに おける原子力材料研
牲定数 究の現状
京都大工 安田秀幸 ・小岩昌宏 東大工 香山 晃
/0:00～/0:20hcp結 晶中の//3〈1123>{10/1}15二50～16:20中 性子照射 したバナジウム合金
転位のシュミレーション の機械的性質と微細組織変化
京都大工 山qコ淳史 ・沼倉 宏 北大工 高橋平七郎
小岩昌宏
東北大金研 箕西靖秀3.成 果
10:20～/0二50β 型Ti合 金の機械的性質 に及 今回は特に高融点金属の原子力分野における応
ぽす微量元素添加の影響 用を1つ のテーマとして,関 係方面から講師を募
金材技研 貝沼紀夫 ・河部義郎 ったところ,以 上のプログラムに示すように多く
/1:00～/4:20広 い温度領域での熱分析を目的 の講演申し込みがあった。中でも,国 際協力で行
としたコンピュータ制御による真空 われている核融合実験炉"ITER"に おける高融点
断熱型熱量計 金属の応用の講演等は,こ の材料の先端的分野で
東理大理 加納 誠 ・小島日出夫 の応用例を紹介していて興味深かった。又,最 近





東理大基礎工 鈴本 平 つなげて企画した川渡セミナーセンターでの関連
131/0・-/3:40破 壊の基礎国際会議報告一粒界 テーマによる研究会が行なわれ,こ れも盛会であ
破壊について一 った。
東北大金研 木村 宏
13140～ り4:/0固 体の破壊靱性と転位遮蔽効果4,ま とめ
京都大工 成田部孝 ・東田賢二 高融点金属の基礎的な諸問題から先端分野にお





東北大 ・選研 徳 田 昌 則
材料の機能は材料自身の属性と共にそのプロセ などを保証するプロセッシング技術の確立が不可
ツシングの条件にも依存している。 欠である。
素材に高度な機能を付与するためには,厳 密な 逆にいえば,未 踏のプロセッシング条件は,既
組成制御(高純度化を含む),形 態制御,物 性制御 存素材に対する新しいプロセスを用意するばかり
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でなく,新 機能を持つ素材創製の可能性をも提供 大中 逸雄 大阪大学工学部
する。 衝撃波現象の材料プロセッシングの応用の可能性
そこで,温 度,圧 力,電 磁場などの極端条件超 高山 和喜 東北大学流体科学研究所
高温(フ。ラズマを含む),超 低,高 圧,お よびそれ 液体超急冷したNi3A1の 微細組織と冷却速度
らの時間的,空 間的急激変化)に おけるプロセツ 鈴木 朝夫 東京工業大学工学部
シングの理論と経験を集約して,新 素材,新 物性 カルシウム処理によるチタン,ジ ルコニウム,二
発現の可能性を追求するという目的で本研究会を オブの高純度精製
企画した。 佐野 信雄i東 京大学工学部
7月31日,8月/日 の2日 間にわたり,下 記の 溶融Siの 高純度化に関する研究
演者,題 目で講演会を催し,延 べ60余名の出席を 前田 正史 東京大学生産技術研究所
得た。Czokralski法 によるSi単 結晶製造時のがス成分
講演会には,④高純度精製,②新溶解加工技術,の 挙動と制御
③気相または液相一・固相変態の利用という3つ の 井□ 泰孝 東北大学工学部
値
立翻 禦 慮 鷹 臨
巳雀部の各氏よ ㍊ 耀 壕㍊ による鋸 セラ遡
り,高 純度精製の困難な高融点活性金属のCa処 浅井 滋生 名古屋大学工学部
理,Siの 高純度精製,化 学成分のセンシング技術 溶融金属中の微量不純物元素のその場分析の可能
について,話題提供をいただいた。②の分野では,性
高山,浅 井,徳 田,渡 辺の各氏より話題を提供し 雀部 実 千葉工業大学
ていただいた。各々が新しい手段として注目され,超 臨界流体の素材プロセツシングへの応用
あるいは現在精力的な研究により急展開しつつあ 徳田 昌則 藁北大学選鉱製錬研究所
る技術であり,活 発な質疑がなされた。③の分野 アモルファス金属粉のバルク化条件と制御
では,大 中,鈴 木,増 本,吉 田,風 間の各氏によ 増本 健 東北大学金属材料研究所
り,最 新の成果が紹介された。 メカニカルアロイングによる合金製造におけるプ
金属 ・セラミックス素材のプロセッシングの多 ロセス制御
様性を反映して,話 題は多様多岐にわたったが,渡 辺 龍三 東北大学工学部
精密制御プロセツシングの重要性と新しい可能性 熱プラズマプロセツシングによるセラミツクスコ
が強く印象づけられ,本 企画のような立場からの 一ティング
総合的アプローチの意義も評価されたように思わ 古田 豊信 東京大学工学部
3
れ嘉
鞭 謙 まとめた報識 入手御希望]バ1レ ト藷 嚇 饗 鍵 霜 嚢撫
の方は世話人宛連絡されたい。




放射線金属化学部門 八 木 益 男
この研究会は,附 属材料試験炉利用施設に建設 中のアクチノイド元素実験棟における核化学,放
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射化学および炉化学等,全 国大学研究者による共 ナウンスメント 鈴木 進(菓 北大名誉教授)
同利用を前提として前年度に引き続く研究会とし コメントー再処理回収ウランの再濃縮一化学交換
て計画されました。前回は主として基礎研究分野 法の応用 藤井靖彦(東 工大 ・炉工研)
における重要問題が活発に討議されましたが,参 ㈹高レベル廃棄物管理と再処理
加者の一致した意見として,次 回は核燃料サイク 鈴木篤之(東 大 ・工)
ルのうち,特 にバックエンド化学の問題に焦点を ㈹廃棄物放射能測定技術
あてた研究会を是非開催してほしいとの強い要望 鈴木和則(日 揮)
が提案されました。そこで,そ れに応えるべく表 ㈹再処理廃棄物管理に関する2、3の 話題
題の研究会を企画いたしましたが,諸 大学,各 国 中山康敬(東 芝)
立研究機関および産業界から多大なご協力をえ ㈹再処理廃液濃縮設備における腐食挙動
て,前 回の2倍 に達する参加者による研究集会と 深沢哲生(日 立工ネ研)
することができました。 ㈹再処理工程における不溶解性固体の挙動
会期は平成元年り2月4日と5日 の2日 間にわた 権i田浩三(三 菱重工)
り・また・鐡 は金研腸 齢 藷 で離 し、たし(隔 レベ倣 射朧 棄物固イヒ体の翼 醗(
ました。会はまず冒頭に会の趣旨を意義づける基 古屋広局(九 大 ・工)
調講演をお願いし,適 宜,解 説あるいは紹介等を ㈹セシウム固化体の水熱変質
挾むことによって,大 学,産 業界の多数関係者か 三村 均(東 北大 ・選研)
ら具体的な研究報告,諸 問題あるいは将来の展望 ㈹テクネチウムの化学 大森 魏(東 北大 ・理)
等について詳細な発表と活発な討論をしていただ ⑳アクチノイドとフミン酸の錯形成一アメリシウ
きました。2日 間にわたり行なわれました講演発 ム(lll)を 中心に 薬袋佳孝(東 大 ・理)
表と演者は以下の通りであります。(21)ウ ラン鉱床周辺の地下水および地表水qコのウラ
ン同位体の研究一地層処分のナチュラル ・アナ
q屋 調講演 「世界の再処理研究開発の動向」 ログ研究の一環として
高島洋一(東 工大名誉教授)中 西 孝(金 沢大 ・理)
②再処理高度化研究の考え方
松本史朗(埼 玉大 ・工)両 日とも大幅に予定時間を超過してしまうとい
(3)超ウラン領域核分裂の質量分布 う結果を招いてしまいましたが,参加者実数91名,
馬場 宏(阪 大 ・理)延160余 名のご協力により極めて有意義な研究会
〔4胱核反応の放射化学的研究と消滅処理への応用 とすることができました。これは本研究会の開催
坂本 浩(金 沢大 ・理)が 時宜を得たものであったことと,本 研究会のあ(
⑤超ウラン元素を含む放射性廃棄物の光核変換 り方が大学および産業界の関係者に広く理解され
山寺 亮(東 北大 ・サイクロ)た 結果といえるかもしれません。また,参 加者の
⑥六ケ所再処理工場建設計画 三分の二が大学関係者であったことは,こ れから
佐藤 茂(原 燃サービス)の アクチノイド元素実験に対する関心の高さが如
(7)東濡再処理工場におけるTRU核 種の挙動 実に示されたものといえましよう。
山名 元(動 燃)講 演発表の内容は,長 半減期核種の消滅処理,
(8)溶融塩電解によるFBR金 属燃料の再処理 高度化された具体的な再処理技術の開発と展望,
小山正史(電 中研)高 レベル廃棄物の処理と管理に必然的に絞られま
(9)溶融塩化物/液 体Cd-Li系 希土類元素の還 したが,い ずれも最も今日的なあるいは将来的研
元 ・拙出挙動 坂田昌弘(電 中研)究 課題であり,原 子力研究を担う大学におけるア
㈲アクチノイド'89報告 クチノイド元素実験研究の今後のあり方を考える
≡頭聡明(東 北大 ・金研)上 で,充 分な,そ して有意義な指針を与えるもの




東北大金研 山 ロ泰 男
Q=中 性子散乱による材料研究で最近のトピツク はいても,こ れまでは,限 られた専門家のみが
スは何ですか?や るものとの認識があったように思います。装





1窪 軒 駐 瓢 鑑 鷲 襲 茎患Q駄 繕 畿 のですか?
水素化物から高分子,生 物まで,幅 広い分野でA:色 々な分野の利用者の人達を含めた研究会を
成果を挙げています。 開いています。このような活動は,高 工ネルギ
Q:今 回のワークショップもそのような話題が中 一研でよくやられているのですが,原 研関係の
心だったので しょうか?方 も,も っと力を入れる必要があります。
A:い え,今 回の集りは,中 性子散乱実験の技術的Q:利 用申 し込 みはどうすればよいので しよう
なことや運営方法を老えるためのものでした。 か(P
中性子散乱実験を行うには,当 然のことながらA:正 式には,原 研共同利用は/月 末に,高 工ネル
中性子源が魁要 です。 ギー研共同利用は12月 半ばに次年度の利用申し
我国の場合は,原 研のJRR-2原 子炉,高 工ネル 込みを締切ります。 また,物 牲研や,金 研の共




性子散乱実験を主目的と したもので,最 終的に プログラム
1離 留鍔畿 撫 霧 窄譲 曇購1莫繋 嬰2購 室
終段階に入ったこれら装置の技術的なことと,出 席者34名(所 外25名,所 内9名)
今後の運営について話し合ったのです。12月/8日 ㈲ り4:00～2/:00
Q:プ ログラムはどうなっていましたか?1)物 性研の装置について
A=最 後のところに載せてありますが,こ の人達 り一1)3号 炉設計計画の現状と将来の見通しに
の話をきっかけにして白熱した議論が続き,一 ついて
日巨]は14時から21時 まで,二 日[ヨも9時 から/3U」 田安定(物 性研)
時まで,殆 んど休憩なしのハー ドで面白い会で/-2)3号 炉の装置の設計方針について
した。 伊藤雄而(物 性研)
Q:何 か決めたのですか(?1-3)各 装置の進歩状況
A:技 術的には,今 迄の装置の計画を一部見直しa)Clお よびTlに 設置予定の≡軸タイブ
たのですが,強 調 しておきたいのは,運 営面で の分光器および中性子カメラの現状
の議論です。中性子散乱の有用性が認められて 吉沢英樹(物 性研)
-17一
b)ス ピンエコー分光器について 満田節生(物 性研)
好村滋洋(広 大)6)装 置および居室のネツトワークについて
c)小 角散乱装置について 梶谷 剛(金 研)
新村信雄(東 北大)7)装 置についての要望
d)バ ツクスキヤッタリングについて 遠藤康夫(東 北大理)
梶谷 剛(金 研)早 稲田嘉夫(東 北大選研)
e)「二渉計について 高橋敏男(物 性研)8)運 営についての要望 渡辺 昇(KEK)
2)東 北大理学部の装置について
山田和芳(東 北大)12月19日(火>9:00・-/3:00
3)東 北大金研の装置について1)共 同利用体制について 山田安定(物 性研)
大橋正義(金 研)2)課 題採択の方法について
4)原 研の装置について 船橋 達(原 研)遠 藤康夫(東 北大)
5)制 御プログラムについて3)運 営についての要望 元屋清一郎(埼 玉大)
融液構造 とバルク単結晶成長
結晶材料化学部門 岡 野 泰 則
今回,無機材質研究所木村茂行総合研究員より,わ らぬ盛況であった。これは,大 学,国 研の方は
金研にて 「融液構造とバルク単結晶成長」といっ 元より,企 業の方々の基礎現象に対する関心の強
たテーマで研究会を開催したいとの申し込みがあ さを再認識させられるものであった。以下に当日
った。それを受け,福 田承生教授と私とが世話人 のプログラムを示す(敬 称略)。
としてお手伝いさせていただき,平 成2年1月/81月18日 内
Eヨ,/9日 の2E∋ 間金研講堂にて研究会が開催され/3:00～13:10開 会の挨拶
た。このようなrMeltGrowth」 に関する研究会 無機材研 木村茂行
も早,第6回 目を迎えた。 融液熱物性
今回の研究会の最大の特徴は,従来の研究発表,(座 長 無機材研 木村茂行)
討論に加え,パ ネル ・ディスカツションの時間を13:/0r-/4:00融 液の物性
約二時間半設け,単 に発表を聞くだけの場ではな 東工大 ・原子炉研 河村和孝
く,参 加者全員が実際に研究会に参加するといっ(座 長 九大 ・機能研 今石宜之)
た点である。また,研 究発表自体も従来の研究会 り4:00・-/4:30シ リコン結晶製造技術における
に比べ,よ り基礎を重んじた構成となっており,融 液熱物性の役割
バルク単結晶成長に実際に携わっている方 に加 東セラ 高須新一郎
え,原 子炉,金 属分野において,融 液構造,融 液/4:30～/5:00融 液熱物性測定技術の現状と将
物性をご専門にされている方々を発表者にお招き 来 慶大 ・理 長島昭
した。企画当初,世 話人としては,構 成並びに発/5:00--/5二20休 憩
表者が一見バルク結晶成長とは遠く,実 際にバル(座 長 東大 ・工 西永頒)
ク結晶成長に深く携わっておられる従来の参加者/5:20～15:40溶 融塩,溶 融金属の熱物牲
が半減するのではと危具した。しかし,蓋 を開け 東北大 ・工 佐藤 譲
てみれば,一 般企業から72名,大 学,国 研27名,/5=40～ り6:00酸 化物融液の熱物性
これに金研の方を加え/00余 名といった従来と変 無機材研 木村茂行
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16:00-・/6:30酸 化物融体の物性と構造 は,融 液が必す しも均一な状態にあるとは限らず,
阪大 ・工 原茂太,荻 野和巳 高融点物質には過冷却状態があり,理 想的なモデ




(座長 早大 ・理工 平田彰)際 には40名 以上の見学希望者が集まり,急 きよ全
9:00～9:30X線 解析による酸化物 ・半導体 体を3班 に分けて行った。実験,実 験装置に関す
融液の構造解明 る質問は元より,大 学の研究室といった特殊な環
東北大 ・選研 早稲田嘉夫 境に関する関心が高かったのには驚かされた。
9:30～10:00中 性子散乱による化合物半導体 研究会二日目は,X線 解析,中 性子散乱及び計
構造解明NEC水 木純一郎 算機シュミレーションによる融液構造解明に関す
10:00-・10:30融 液構造の計算機シュミレーシ る発表,討 論が行われた。特に,計 算機シュミレ
σ ヨン 菓大 金 井上蹴 一ションは渓 際に齪 が騰 である騰 の情報10二30～10:50休 憩 や
,測 定を行わなくとも予想 しうるという点で・多
(座長 学習院 ・理 小川智哉)く の研究者が興味深いものである。また,融 液内
10:50～1/:20数 値解析における役割 対流に関する計算機シュミレーションに関 して
東北大 ・金研 岡野泰則 は,実 際の現象と計算結果との差異はどこにあり,
M120～1/=50結 晶成長における役割一過冷却 それをどのように埋めて行くのかが議論された。
β一BaB20・-NEC桑 野泰彦 過冷却 β一BaB,0、 に関する発表において,融 液
1/:50～13=00休 憩 構造は融液温度そのものに加え,そ の温度に達す
/3=00～/5=30パ ネル ・ディスカッション るまでの温度プロファイ/レにも影響されることが
2/世 紀の結晶材料,結 晶技術に向かって 指摘され,参 加者の大きな関心を引いた。
一何 を望むか ・何をすべきか?一 パネル ・ディスカッションでは
,現 在の研究か
(座長 無機材研 木村茂行,NTT,東 北大 ・金 らの疑問点から,今 後どのような結晶材料が望ま
研 宮澤信太郎)れ,ど のように取 り組むべきかという幅広い意見
パネリスト=安 部薦彦(信 越半導体),新 関暢一(東 が述べられ,通 常の研究発表等では聞くことので
芝),高 須新一郎(東 セラ),浅 原準 きない,活 気ある意見交換が行われ,大 変有意義
平,永 井邦彦(東 洋通信)で あった。
ゆ問騰 者:識禧鑛)1嚴 館糞 謙 報謡 あ㌃;瀦 欝 蕾 難
靖入(無 機材研),武 居文彦(東 大 ・ けて通ることのできない極めて重要な研究課題で
物性研)あ る。 しかし,現 状では,バ ルク結晶作成の観点
G5:30閉 会の挨拶 からの研究は始まったばかりであり,端 初を模索
東北大 ・金研 福田承生 している状態といえよう。このような現状におい
/5:30～/8:00懇 親会 て,他 分野1こおける融液構造,融 液物性に関する
研究会初日は,融 液熱物性に関する発表,討 論 研究者 と意見交換をし,研 究手法を学ぶ,更 には
が行われた。融液は,常 温 ・常圧で取り扱える固 こちらのニーズを知ってもらい,共 同にて研究を




が指摘された。また,酸 化物,シ リコンにおいて した福田教授に感謝致します。
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人 事 異 動
(4989、4～!1990.3)
転 出
氏 名 年 月 日 転 出 先
小 池 洋 二1989.5.1東 北 大 学 助 教 授 工学部
鈴 木 茂 〃5.31新 日本 製 鉄 ㈱ 研 究 員 第一技術研究所
分析センター
福 永 俊 晴 ノノ6.1名 古 屋 大 学 助 教 授 工学部
池 田 圭 介 ノノ8.1東 北 大 学 教 授 工学部
甲 斐 鎌 三 刀9,30ウ シ オ電 機 ㈱ 首 席 技 師 御殿場事業部
伊 藤 文 武 刀12.1群 馬 大 学 教 授 工学部
風 間 典 昭1990.3.31ア ルプス電気㈱ 主 任 技 師 新潟事業部長岡工場
木 村 晃 彦 ノノ4./室 蘭 工 業 大 学 助 教 授 工学部
木 村 宏 刀3.31停 年 退 職
武 藤 芳 雄 刀 ノノ
円 野 武 刀 ノノ
新任及び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
平 賀 賢 二1989,4,16教 授 不定比化合物物性学
風 間 典 昭 ノノ4.1助 教 授 新素材開発施設
石 本 賢 一 ノノ5.1助 手 放射線金属物理学
甲 斐 鎌 三 刀8.1助 教 授 ランダ▲構造物質学
栗 下 裕 明 刀 刀 材料照射工学
櫻 井 利 夫 刀/0,4教 授 回折結晶学
山 本 琢 也 刀 助 手 材料照射工学
隅 山 兼 治12.16助 教 授 ランダム構造物質学
橋 詰 富 博 刀 刀 回折結晶学
池 部 学1990.2.1刀 低温物理学
森 田 博 昭 刀 刀 磁性材料学
渡 辺 和 雄 刀 刀 超伝導材料開発施設
丹 野 武 刀 講 師 刀
費 野 和 博 刀 助 手 回折結晶学
金 子 武次郎 刀3.1助 教 授 磁気物理学
一20一
平成2年 度 東北大学金属材料研究所 研究会 採択一覧
警 研 究 会 の 名 称 氏 代～ 所属亨官職 開 催 期 間 連朧
1・1!醗 鰭 元化舗 半導体の結晶成長 躰 岡1垂 灘 蕪2.6,20・-2.6.212日 間 解 浩二
1・2ア ク升 イド化舗 の醐 性 糟谷 蹉 講 蕎 授2.11.12-2.//.132哨 鈴木 調
1・3商 温族靴 舗 半導鵜 晶の1淑小欠 赤崎 勇 醤 蘂3.1.17-3./ .り82醐 嗣 甦
※開催期間は変更することがある。
伽
平成2年 度 東北大学金属材料研究所 ワークショップ 採択一覧
饗 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 締 官 代 職表 ～ 名 開 催 期 間
201衝 撃圧 縮過程 の微 視的 描像 教 授 庄野 安彦2 .5.11～2.5.122日 間
202走 査 トンネ ル顕微 鏡(STM)に よ る表面 物性 研究 教 授 桜井 利 夫2 .5.21～2.5.222日 間
203半 導 体 中の 欠陥反 応及 び複 合欠 陥 助 教 授 末澤 正 志2 .5.31～2.6.12日 間
204高Tc酸 化 物単 結 晶の育 成と特 性 教 授 小松 啓2 .6.4～2.6.52日 間
2G5新 しい酸 化物 超伝 導体 の探 索 と物性 教 授 深瀬 哲郎2 .6.14～2.6.152日 間
206核 融合材 料研 究 の推進 教 授 茅野 秀 夫2.9.11～2.9A22日 間
207結 晶 一・アモル フ ァス固 相形成 反応 教 授 鈴木 謙 爾2,9.13～2.9.142日 間
208イ オン ビー ムに よる材 料の 改質 教 授U」 口 貞衛2.10,18～2.10.192日 間
ゆ
209礁 境性 新素 材 とそ磯 能 教 授 髄 功=2・M・21～2・M・222日 間
2/0層 状 希土 類鉄 族酸 化物RFe、04の 物性 教 授 中川 康 昭2A1 .27～2.11.282日 間
2//超 ウラ ン元素 の生成 とその処 理 に関 する諸 問 題 教 授 八木 益 男2 .12.3～2,12.42日 間
2/2核 融 合次期 装 置 におけ る材料 シ ステ ム的 課題 教 授 松井 秀樹2 .12.6～2.12.72日 間











噌所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
羅 彗 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
9・2・1野 物超薦 体の電子状態の輝 子胱iこ よる研 静岡大 ・電工研 翻 安生PtM赫 昌
む
902002酸 化物超伝導発現機構の理論的研究 名 大 ・工 前川 禎通 〃 立木 昌
9040・りF・・P型C・胎 物の磁気転移温度への圧加 果 八 戸 工 大 畑 悟 輻 物 金子畝 郎
901002編 難 無[鋳 認 屋ガ鍛(C「i--zTiz)・Tes断 大 ・理 叢 西修一郎 ノノ 金子魏B
む
901003RZn、(R:希 土類)単 結晶の磁性 九 州 工 大 ・工 北井 哲夫 〃 金子武次郎
む
901004金 属間化合物の磁気転移点への圧力効果 東北学院大 ・工 井門 秀秋 〃 金子武次郎
ロ
90/005立 方晶Sm金 属間化合物の磁性と伝導性 琉 球 大 ・理 矢ケ崎克馬 刀 金子武次郎
ほ
90/006遍 歴電子磁性体の圧力 ・磁場誘起磁気転移の研究 東北学院大 ・工 鹿又 武 〃 金子武次郎
む
90/007希 土類一ニッケル金属問化合物の磁性 富 山 大 ・教 養 神垣 知夫 刀 金子武次郎
90100曝 膿 儂 なるFe・PtインノN-aSOTc圧 力効 熊 本大 ・擁 臨 玄道 〃 釘 畝 蜘
9・1・9臨 繍 議 撮 鍵 酸化騨 糸吉晶の成長1こお 岩 手大 ・鞘 動 飼 ・」、松研 ・」、松 啓
　
902003拡 散場中での結晶成長形の不安定化 慶 応 大 ・理 工 斎藤 幸夫 刀 上羽 牧夫
9・m露 晶層蠣 造YbFe・04型 の希土驚 酸化物の お茶の水大 理in中 翠 中lll研 中)11康 昭
む
9010M高 磁場下でのCeNiSnの 物性 広大 ・総合科学 高畠 敏郎 〃 木戸 義勇
む
901012希 土類金属間化合物単結晶の磁性 岩 手 大 ・工 高橋 正氣 刀 中)11康 昭
901013島 イ癒 呈脳 擁Fe-B系 アモ/レファス合金備 学 習 院 大 理 細 正 中ノll研中川 康昭
む
9010/4ル テニウムの複榎および三核錯体の磁性 東 北 大 ・理 伊藤 翼 〃 中川 康昭
ロ
90/0/5Naの 相転移前駆現象の研究 筑波大 ・物理工 大嶋 建一 桜井研 渡辺 洋右
90窪04謄 塑 騨 聾野 状態[こもとすくSTM/STSの 東 大 ・理 馳 捷 〃 桜井 禾U夫
一22一
饗 研 究 題 目 所 外 研 究 者 所 内 研 賭
所 属 氏 名 研究室 氏 名
90/017金 属一一化合物半導体界面の微視的研究 長崎総合科学大 金 鉱佑 ガ 桜井 利夫
ほ
9団018MultiplyChargedMicroclusters姫 路 工 大 ・理 菅 野 暁 刀 桜 井 利 夫
901019薦 金呂踊 掘 痂 櫨 邑イオン顕微鏡[こ 東大 ・物,ttm柄 伸 刀 ㌫ 利夫
む
901020エ ピタキシャル成長過程の原子レベルでの研究 名 大 ・工 一宮 彪彦 刀 桜井 利夫
　
90102/FI-STMに よる反応性金属表面の研究 東 大 ・物 性 研 田中 虚一 刀 桜井 利夫
　
901022FI-STMに 於 るtipの 加 工 に関 する研 究 東 大 ・物 性 研 田中 虚 一 刀 桜 井 利夫
む
901023シ リ]ン(IlI)面 上の銀吸着構造の研究 東 大 ・物 性 研 高橋 敏男 刀 桜井 利夫
0
901024蝕 一STMを 用 いたA・tmi・L・y・ ・Epit・xyの 筑波 大 ・物質 工 重川 秀 実 ・ノ 桜 井 利夫
む
901025FI-STMに よ る分 子像の 精 密測 定 東 大 ・工 合 志 陽一yy桜 井 利夫
9・1・26撫 屍STM{こ よる固体麺 上への肝 吸着過程 東 大 ・工 輪 昭 〃 桜井 利夫
む
902004高 性能SXMの 開発 明 大 ・理 工 兵藤 申一 刀 桜井 利夫
901027炉 酸化物超f講 体嚥 気安定性〔こ関する基脚 日 大 ・理 工 嘘 原 武 武藤研 蜥nz
90/028讐 編 ピン揺ら翻 果をもつ物質の磁化率醐 す 岩 手 大・エt澤 正人 … 」、林 期
9・り・29騨 物高温超騰 体㈱ イ云難 の醐 依存no研 副 大 ・糠 森 克徳 … 」、林 期
む
90/030強 磁場下2次 元電子系の基底状態と局在 学 習 院 大 ・理 川路 紳治 深瀬研 深瀬 哲郎
90り03り嚴 監DT-TTF)・1・ を主とした醐 云導体の 東 邦 大 理 曲 晃示 ノノ 艶 醐
901032擬 二元縮 融塩の中性子回折 新 潟 大 ・理 暁 繁(覇 山□ 泰男
む
901033ス ピン三角配列をもつDO,,型 規則合金の磁性 芝 浦 工 大 ・工 堀 富栄 刀 山口 泰男
ゆ 9・1・34!灘 葺錫 鶏 聾 ㍉ 藻Ge)[こ おける希 電 総 研 厩 寿夫 ・ノ 小野寺秀也
90/035嘉 晃 ヨ盤12022お よびBa・Mg・Fe12022(D鯨 理大 ・理工 £U9沢駐 〃 山□ 泰男
ロ
901036D20高 圧相の構造 富 山 大 ・教 養 神垣 知夫 〃 富吉 昇一
901037酸 化物超伝導体の帯磁率,電 気抵抗と低温構造 筑波大 ・物質工 神山 崇 〃 山口 泰男
む
901038有 機結晶中の欠陥のX線 トポグラフによる研究 横浜市大 ・文理 小島 謙一 角野研 角野 浩二
む
901039結 晶の塑性変形における多転位系の動的挙動 岩 手 大 ・工 今井 和郎 〃 角野 浩二
90り040髭 鰯 誤 の新しいサーマノレ'ドナーの鮪 的'岡 山 大 ・エb甫 津 ノノ 解 浩二
む
90/041遷 移金属窒化物による高輝度電子放射材料の開発 室 蘭 工 大 安達 洋 刀 角野 浩ニ
ロ
902005Si中 の不純物酸素と関連した欠陥の研究 金 沢 大 ・教養 馬替 敏治 角野研 角野 浩二
902006高 純度Fe-Cr合 金の塑性変形と再結晶 京 大 ・工 牧 正志 木村研 要彦 兼次
一23一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
籍 彗 研 究 題 目
所 属 氏 二呂 研究室 氏 名
90/042鋸 間化舗 の螺 顯 脆イピ 室 蘭 工 大 諏 脚 瀟 研 高杉 隣
ロ
902007金 属間化合物の変形と転位組織 宮 城 高 専 吉田 光彦 〃 高杉 隆幸
む
901043低 放射化バナジウム合金に関する研究 東 北 大 ・工 阿部 勝憲 茅野研 茅野 秀夫
ロ
902008核 融合炉フエライト鋼の靱性評価 東京理大 ・理工 井形 直弘Y/茅 野 秀夫
901044水 素化物闘 する高速イオンの阻蜥 醸 広 大 ・工 嫡 之雄(出 晃丹 山・ 繭
90り045濫ルカリハライド単結晶の蒸翻 下地として卿 東北大 ・糠 曲 幸男 〃 山口 繭
90/046論 フオード後方散乱法[こよる鋸 多籔 の髄 京大 ・化学研 軸 則日召 〃 山□ 繭
90104ア カ/レコゲン系アモノレファス半導体のイオン注入 新 潟 大.理 握 曲 ノノ 長谷11謄1
90104晦 輪 欝 離 翻 さnた 半導es・セラミv}〇 九大 ・励 研 齢 英一yy飴Ill獅
ロ
90り049陽 電子消滅法による粒子線照射損傷構造の研究 北 大 ・工 義家 敏正yy長 谷川雅幸
9・20・9騨 謬 織 翻 騒 よる鋸 内がス元素の物 襯 舗 学研 細 耕治 ・ 舶 貞衛
　
901050金 属間化合物の拡散 京 大 ・工 小岩 昌宏 松井研 中嶋 英雄
901051講 聾 野 を基とする鍮 中の縢 の挙動こ 名 工 大 告成 修 ・ 棚 秀樹
9・a・52葬嗣 化舗 複相eeの 高温クリープ1こ関する研 芝 浦 工 大 畑 正久 松井研 繧 靖譲
901053STMに よるMIS構 造界面の観察 静岡大 ・電工研 村上 健司 仁科研 仁科雄一郎
　
90り054擬 一次元半導体白金錯体における光物性と素励起 横 浜 国 大 ・工 栗田 進 刀 仁科雄一郎
9・/055薪 トン礼 顕顯 法{こよる原子クラスターの研 名 大 ・工 醸 弧y」 倒 雄一郎
901056謡 ン胱 法{こよる半導葡 よび鋸 麺 反励 磋 専1駄 肛 舳 木芳朗 刀 倒 雄一郎
む
90り057三 角格子反強磁性体VCI、 のラマン散乱 京 大 ・理 小島 憲道 〃 黒田 規敬1
む
901058擬 一次元半導体の分光スペクトルと素励起 金 沢 工 大 三嶋 昭臣yy黒 田 規敬
ロ
90/059ウ ラン系化合物の良質試料の作成に関する研究 岩 手 大 ・工 池田 弘毅 鈴木研 鈴木 謙爾
む
90AO60≡ 元系非晶質合金の原子構造に関する研究 名 大 ・工 福永 俊晴 〃 鈴木 謙爾
90106/液 体の微視的構造への温度 ・圧力 ・サイズ効果 高 工 ネ 研 三沢 正勝 刀 鈴木 謙爾
9・1・62カノしコゲン液体合金の鋸 一⇒E金属輔 新 潟 薬 科 大 稀沼 麟 ・ 窺 馨霧
む
90/063希 土類化合物の低温物性 群 馬 大 ・工 伊藤 文武 〃 鈴木 謙爾
ロ
901064発 光トンネル接合の研究 東 北 大 ・通研 潮田 資勝 刀 鈴木 謙爾
む
9020/0微 小液滴の形成の熱力学的研究 徳 島 大 ・工 西岡 一水yv鈴 木 謙爾
9・2・11翻 急冷Fe-Cu-Ag・Fe-Ti-Alafiの 髄 京 大 ・工 韻 正 幸 ・・1,,木 論
一24一
馨 研 究 題 目 所 柵 究 者 所 内研 究 者
所 属 氏 名 研究室 氏 名
9020/2Si。c,.。 アモルファス繊維の異方構造 大阪府立大 ・工 岡村 清人 鈴木研 鉛木 謙爾
9・り・65藤 岱鰯 一効果からみた鉄系非結顕 鍮 軸 姫 肛 大 ・エtSva徹 橋本研 橋本 功二
gono66薦 碕1こよる偏析状態制征0の強 牲 鶴 研究へ 棘 工大 ・工 掘 徹 〃 橋本m=
901067華 表酵 吻 醸 の機能とキヤラクタリゼーシ 北 大 ・工 鯉 賠 ・ 融]1]二
む
901068非 晶質合金の耐食性機能評価 中国工技試験所 西村 六郎 刀 橋本 功二
goao69鉦 廉 麺 処理1こよる鵬 合鋤 幅 温靴 性 阪 大 ・工 軸 俊夫 ・ 橋本 功二
901070灘 騰 騨 墓盤 溶轍 膜と鋸 材料基材の 近畿大 ・理工 瀧 一嘉 〃 橋本 功二
砲 90107/鋸 水素化物の衝撃圧縮 中央大.肛 深井 有 庄蜘 噛 安彦
ロ
90/0ア2ジ ルコニアの衝撃圧縮 熊 本 大 ・工 真下 茂yy庄 野 安彦
90/073ダ イヤモンドの衝撃合成実験と希がスの捕獲機構 神 戸 大 ・理 松田 准一 刀 庄野 安彦
　
90り0ア4惑 星内部構造の実験的研究 東 北 大 ・理 大谷 栄治 〃 庄野 安彦
902・13醐 翼 藷 ズマを利用した生麟 旨材料の膿 化 技 研SW馳 ノ ts川 昌宏
む
9010ア5非 晶質合金の固化成形 姫 路 工 大 ・工 泉 久司 増本研 増本 健
ロ
901076ア モルファス合金を原料とする酸化物触媒の調製 鹿 児 島 大 ・工 高橋 武重 刀 増本 健
'
gO10ア7饗 翻 線 藩i霧1こ よるA『 勘 よびMg姫 肛 大 ・工 癬 輔 ・ 増本1建
90/・ア8晶 講 土縣 液臆 飴 鋤 組織と強度燗 細 大 ・鋤 翻 充 躰 脚 曽本 健
90/0ア9雛 繍 評 モ/レファス合金の調 波聴 牲 愛 媛 大 ・工 簿 隆 ・ 躰{建
・90り08囑 鑛 灘 藷Ti給 金帯を用いた形状記憶 東 北 大 ・工 拙 醐 ・ 躰{建
ロ
④901081準 編 のメスバーワー効果 東 北 大 ・工 深道 和明 ・ノ 増本 健
ロ
9010828回 対称を持つ準結晶の探索 東 北 大 ・理 寺崎 治 〃 井上 明久
む『
901083超 急冷 法 によ るTi-Ni-Cu合 金 の 作製 東 北 大 ・選 研 松 本 實 刀 青 木 清
1
901084罐1蕪 召伝導体顯 のエネJレギーギヤ朔 こ 岩 手 大 ・工 纏 宏七 藤森研 羅 離
9・1085鵠騰 急冷誰 素鉄薄融 臓 特性1こ関する基礎 琉 球 大 ・工 巌 鉦 ・ノ 藤森 齪
90り086聲鑛/磁 性多層膜瀦 こよる超伝導階 電流上 阪 大 ・工 翫 亮三 〃 賑繍 妻
1
90/08ア 高濃度近藤物質の人工格子膜の作製 富 山 大 ・理 佐藤 清雄 〃 藤森 啓安
9・/・88総 翻 雛 編 成騙 虫液内対流{こ及ぼす 早 大 ・理 工 軸 彰 闘 研 融 瓢
goa・89響雛 部轍 顯1こ 関連する糸翻 育成と離 及 東 大 理 魎 弘之 ・ 葉署 灘
9・1・90バノレクZ・S・結晶成長の研究 慶応大 ・肛 ㌫ 智 〃 融 轟
一25一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
塁 彗 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
90/091鵬 中で翻 する導体の講 電流測定 山 梨 大 ・工 龍 正伸 ・ 講 瓢
90/092奨/レ弾 結晶作成プロセス【こおける材糊 学的研 九 大 ・工 論 則幸 ・ 細 甦
901・93CZ法{こよるサファイ弾 結晶錆 成 九大機能顯 研 髭 宣之 細 研 醐 肇箭
902014酸 化物結晶の欠陥制御技術の研究 無 機 材 研 木村 茂行 刀 福田 承生
む
90り094コ ーテッド材料の機械的特性とその評価 琉 球 大 ・工 銘苅 春栄 平井研 平井 敏雄
む
90109SBi層 状構造化合物薄膜の電気光学的研究 八 戸 工 大 増田陽一郎 〃 平井 敏雄
901・96藷繍 輪 舗 癒 製 臨 鵜 鑑慰 一C相 模 工 大 趨 忠昭yym#腱
902。/5新 規縣 化舗 胎 成 山 梨 大.工 熊田 伸弘 、ノ 斡 雛e
り
902016セ ラミックス複合材料の開発 防 衛 大 〔P平 敦 刀 平井 敏雄
901097高 温超伝導体のJc改 善の材料学的研究 秋 田大 ・鉱 山 永田 明彦 花田研 花田 修治
ひ
90201アPd添 加 したNi,Alの 機 械的 性質 につ いて 岩 手 大 ・工 『二葉 昌彦y]花 田 修治
901098鵬 瀦 姦 ゲソト胱 鰍 砕反応[こついての 金 沢 大 ・理 知 浩 ノ林 研 ノ林 胡
9・2018閣 鰹 論 搭 殊 毎 腰1こ お[プるAm3'(i静 岡 大 ・理 菅沼 英夫 ・ノ 林 益男
9020/9召3孟 離 ド化舗 舗 のためのマイクロテクニ 金沢大・医短大 天野 評 ・/ft木 胡
ロ
goao99MgO結 晶中の金属ナノクリスタルの構造と物性 名 大 ・工 田中 信夫 平賀研 平賀 賢二
む
90//00Fe-Pd合 金 のbctマ ル テ ンサ イ トの微細 構造 阪 大 ・基 礎 工 大嶋 隆一 郎YJ平 賀 賢 二
　
90110/Au-Ag-Cd合 金のマルテンサイト変態 奈良女子大 ・理 鈴木 俊治 刀 平賀 賢二
9・n102警微幡 造欠陥の高分羅 電子顕微蹴{こ よる解 阪 大 ・教 養 舳 精治 平細 頼 賢二
9・202・語 湯鍵 法1こよるN'・A'tpの第≡元素の蔚 岩 手 大 ・工 牒 霧 ノノ 鹸 大輔4
　
901103化 合物半導体の不動態皮膜の研究 東 北 大 ・工 一色 実 広川研 広川吉之助
9011・4蕎 鰭 嘉 り繊 したSic膜 の繊 ならび1こ 東 北大 ・科研 如 真二 ・ 奥 正興
90//05酸 化特超伝導物質の銅イオン荷数と酸素数の決定 東 北 大 ・工 斉藤 好民 〃 広111吉之助
90202嵯 灘1こ 関する超高感度ウラ〉・トリウム分析 武蔵工大・原研 覇B召 司 護洗陛 頭 醐
む
90MO6二 元系ウラン化合物の純良単結晶育成 筑波大 ・物質工 大貫 惇睦 刀 四竈 樹男
む
90110ア 炭素/ホ ウ素混合系セラミックスの照射損傷挙動 金 材 研 新野 仁Y7四 竈 樹男
む
901108中 性子照射した炭素系材料の水素同位体保持特性 近 畿 大 ・理 工 渥美 寿雄 〃 四竈 樹男




最近発表 された論文等 リス ト






















89-288フ ァ イ ン ・コ ン ポ ジ ッ ト と 超 伝 導 酸 化 物 膜 平 井 敏 雄lnt.Symp.Fine
Ceramics,Arita
(!989),57-68
89-289セ ラ ミ ッ ク ・ナ ノ ・コ ン ポ ジ ッ ト と セ ラ ミ ッ ク 平 井 敏 雄 ・ 後 藤 孝 日 本 金 属 学 会 会 報


























































































































89-325電 析Ni-P合 金 の 構 造 と 腐 食 挙 動 川 嶋 朝 日 ・ 鷹 燕 平 防 食 技 術38(1989),
幅 崎 浩 樹 ・ 浅 見 勝 彦593-598
































89-334硝 酸 一フ ッ化 水 素 酸 溶 解/過 酸 化 水 素 錯 体 生 成 檀 崎 祐 悦 分 析 化 学38(1989)
,
に よ る ジ ル コ ニ ゥ ム ーニ ッ ケ ル ーバ ナ ジ ウ ムT191-T195
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